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（公財）ひょうご震災記念21世紀研究機構
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〒651-0073  神戸市中央区脇浜海岸通1-5-2
観覧案内・予約／TEL 078-262-5050　http://www.dri.ne.jp/

開館時間 交　　通

休 館 日

入館料金

9時30分～17時30分（入館は16時30分まで）
※7月～9月は9時30分～18時（入館は17時まで）
※金曜、土曜は9時30分～19時（入館は18時まで） 鉄道

バス

車

•阪神電鉄「岩屋」駅、
 「春日野道」駅から徒歩約10分
•JR「灘」駅南口から徒歩12分
•阪急電鉄「王子公園」駅
 西口から徒歩約20分

•三宮駅前から約15分

•阪神高速道路神戸線
 「生田川」ランプから約8分
•阪神高速道路神戸線
 「摩耶」ランプから約4分
•阪急・阪神・JR「三宮」駅から約10分

●有料駐車場あり　●バス待機所（予約制／無料）あり

毎週月曜（月曜が祝日の場合は翌平日）、12月31日と1月1日
※ゴールデンウイーク期間中（4月28日から5月5日まで）は無休
※資料室の開室日についてはホームページでご確認ください

※（　）は２０人以上の団体料金
※障害者、６５歳以上の高齢者は上記の半額

大　人 大学生 高校生 小・中学生

600円（480円） 450円（360円） 300円（240円） 無料

　独立行政法人国際協力機構 兵庫国際センター（JICA兵庫）からの委託を受けて、中米地域4カ国9人の中央・地方
政府の防災担当行政官に対する研修を実施しました。この中米地域特設研修「中米防災対策」コースは、1997年に中
米地域に甚大な被害をもたらしたハリケーン「ミッチ」からの復興支援の一環として2000年から開始され、当センターでは
02年の開設以来、継続して実施している研修です。
　昨年度と同様に、自然災害による人的被害を軽減するため、特に地域住民に対する災害情報の伝達に焦点を当てる
ことによって、災害発生時に地域住民を速やかに避難させるための具体的方策を理解し、帰国後に自国の防災行政に
反映させることを目的としました。このため、災害の種（火山、津波、土砂災害）ごとに、講義およびワークショップと、国内の
被災地訪問を組み合わせ、現地視察だけでなく、被災住民との意見交換を行い、過去の自然災害の事例分析を通して、
効果的な情報の活用方法に関する具体的なイメージを持てるようなカリキュラムとしました。
　11月7日から12月2日まで、1カ月間に及ぶ研修を終え、多くの研修員が「この研修で得た日本の知識・経験を自国の防災
行政に直接的に活用することができる」と評価するなど、研修員にとっても充実したものとなったようです。

被災地の現地調査（有珠山地域） 被災住民との意見交換（防府地域）

ワークショップでの発表 センター内での講義

被災地の現地調査（有珠山地域） 被災住民との意見交換（防府地域）

ワークショップでの発表 センター内での講義

中米地域特設研修「中米防災対策」コースを実施
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（公財）ひょうご震災記念２１世紀研究機構
〒６５１-００７３
神戸市中央区脇浜海岸通１-５-２（人と防災未来センター）
http://www.hemri21.jp/

当機構は、以下の組織で構成しています。

●管理部
TEL 078-262-5580
FAX 078-262-5587

●研究調査本部
TEL 078-262-5570
FAX 078-262-5593

●人と防災未来センター
TEL 078-262-5050
FAX 078-262-5055

●学術交流センター
TEL 078-262-5713
FAX 078-262-5122

●こころのケアセンター
〒６５１-００７３
神戸市中央区脇浜海岸通１-3-２
TEL 078-200-3010
FAX 078-200-3017

ニュースレターに関するご意見・
ご感想を機構までお寄せください

　3月31日まで、西館2階防災未来ギャラリーにおいて、復興支援企画展「３．１１の声、１．１７からの手紙」を開催してい
ます。
　東日本大震災の発生から１年を迎えようとする今、「阪神・淡路大震災（１．１７）の経験・まなざしを持つ人々が東日本大
震災（３．１１）に対

たい

峙
じ

して、どのようなことを大切と考えているか」をインタビュー取材し、これに基づいたメッセージのパネル
展示を行っています。また、インタビューの様子をデジタルアーカイブでご覧いただくこともできます。
　阪神・淡路大震災の経験と教訓を伝える役割を担う、人と防災未来センターならではの企画展となっています。多くの
方々にご覧いただき、あらためて東日本大震災被災地へ思いをはせるとともに、これからの防災・減災について考えるきっ
かけとしてほしいと思います。

　当センターでは、災害に関する実践的な人材育成の一環と
して、自治体職員等を対象とした「災害対策専門研修」を実施
しており、好評を頂いているところです。
　12月20日、21日の2日間は、図上訓練を用いた災害対策本部
運営・広報コースを実施しました。
　本コースは、図上訓練を用いて、災害対策本部運営と広報
の在り方について実践的能力を身に付けることを目的とした研
修で、2004年にスタートして以来、10回目の開催となります。定
員を大きく超える応募があり、抽選で決定した都道府県および
市区町村の防災・消防担当職員38人が参加し、実習に取り組
みました。

会場の様子

実習の様子

復興支援企画展「３．１１の声、１．１７からの手紙」

図上訓練を用いた災害対策本部運営・広報コースを実施
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